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悪性線維性組織球腫 とマ ク ロ フ ァ
ー ジの 分化

竹屋 元裕 、 高橋 潔 （熊本大 ・医 ・第 2病理 ）

　悪性線維性組織球腫（MFH ）は成人の 軟部肉腫の 中で最 も発生頻度の 高い 腫瘍で

あるが 、 その 組織起源につ い て は今日まで 明確な結論が得 られて い な い 。 私ども

は ヒ トおよ びラ ッ トMFH の解析か ら、　MFH は間葉系細胞由来で 、 腫瘍中の組織球

様細胞は宿主 由来の 浸潤マ クロ フ ァ
ージと考えて い る。 本発表で はMFH の 組織起

源 と腫蕩内浸潤 マ クロ フ ァ
ージの分化に つ い て考察する 。

【ヒ トMFH 培養細胞の免疫組織化学】

　 6 種の ヒ トMFH 培養細胞株は何れ もマ クロ フ ァ
ージ特異抗体 とは反応せず 、 抗

1型 コ ラ
ー

ゲ ン 、 抗プ ロ リン水酸化酵素および抗 MFH 抗体（FU3）に 陽性で 、 間葉

系細胞の 性状を示 した。

【ヌ ー ドマ ウス
・SCID マ ウス 移植腫瘍の 観察】

　 ヒ トおよびラ ッ トMFH 培養細胞をヌ
ー

ドマ ウス ・SCH ）マ ウスへ 移植すると移

植腫瘍中に は抗ヒ トあるい は抗ラ ッ トマ クロ フ ァ
ージ抗体陽性細胞は観察されず 、

か わ っ て抗マ ウスマ クロ フ ァ
ージ抗体陽性細胞が多数出現 し、 腫瘍中の 組織球様

細胞は宿主由来の 浸潤マ クロ フ ァ
ージと考え られた 。

【ラ ッ トMFH 中の 浸潤マ クロ フ ァ
ージの検索】

　同種移植ラ ッ トMFH を免疫組織化学的に検索すると、 腫瘍中へ の浸潤マ クロ フ ァ

ー
ジの 殆 どは単球由来の 活性化マ クロ フ ァ

ージを認識す る抗マ クロ フ ァ
ージ抗体

TRPM −3に陽性で あ っ た 。

一方、組織 マ クロ フ ァ
ージを認識す るED2 陽性細胞は少

数で 、
MFH 中の 組織球様細胞は単球 由来の 浸潤マ ク ロ フ ァ

ージと考え られた 。

【単球遊走因子 MCP −1の 検索】

　腫瘍中へ の マ クロ フ ァ
ージの浸潤機序 として単球遊走因子の 関与を想定 し、

monocyte 　chemoattraCtant 　protein−1（MCP ・1）につ い て検索を行 うと、 免疫沈降法で ヒ

トおよびラ ッ トMFH の培養上清中に MCP −1の分泌が確認され 、　 Northern　blottingで

は 、 mRNA レベ ルで MCP −1産生が確認 された 。

【結論】

　 MFH の構成細胞の うち線維芽細胞様細胞とい わゆる中間型細胞が腫瘍細胞で あ

り、
こ れ らは抗マ クロ フ ァ

ージ抗体とは反応せず間葉系細胞由来 と考え られた 。

組織球様細 胞は腫瘍細胞で はな く、 単球遊走因子に よっ て腫瘍中に 誘導された単

球が マ ク ロ フ ァ
ージに分化 した もの と考え られた 。
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